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来年度の予算が確定しました。

優先 順位 ① ：高 齢者 １９ ５ ７ 年（ 昭和３ ２ 年） 4 月１ 日以 前生
②： ①以 外で 基 礎疾患 のあるか た、高 齢者施 設 等で 働く 方

２月１７日に区内の国立東京医療センターで、

国内初の新型コロナワクチン接種が開始されま

した。現在は、医療従事者への優先接種を行っ

ています。今後は、高齢者を対象とした優先接

種を行う予定です。４月から、都内で高齢者人

口の多い一部の自治体に対して徐々にワクチン

の供給が始まります。目黒区へは４月２６日の

週に１箱（９７５接種分）が、初めて供給され

る予定です。

５月以降の区へのワクチン供給量などが明ら

かになり次第、接種券の送付時期等の詳細が示

されます。今しばらくお待ちください。

新型コロナワクチン接種
コールセンター

☎：０５７０ー０５８ー０５０
FAX：５７２２ー７０４８
（月～土 8時３０分～１７時 日、祝除く）

効果と副反応があります。
※詳細は厚生労働省ホームページまで。
なお、接種は個人の自由意思です

便乗詐欺にご注意ください※
※行政機関などが、ワクチン接種に関し
て、現金を要求することはありません。
※心配の際はご連絡ください。

① 北部地区サービス事務所

住所：大橋 1 － 5 － 1 クロスエアタワー 9 階

② 目黒区総合庁舎 住所：上目黒 2 －19－15 

③ めぐろ学校サポートセンター

住所：中目黒 3 － 6 －10 

④ 碑住区センター 住所：碑文谷 2 －16－ 6 

⑤ 八雲体育館 住所：八雲 1 － 1 － 1 

⑥ 三宿病院 住所：上目黒 5 －33－12 

⑦ 東京共済病院 住所：中目黒 2 － 3 － 8 

⑧ 総合病院厚生中央病院 住所：三田 1 －11－ 7 

⑨ 目黒病院 住所：中央町 2 －12－ 6 

⑩ 碑文谷病院 住所：南2－9－7 

⑪ 日扇会第一病院 住所：中根 2 －10－20

⑫ 本田病院 住所：柿の木坂 1 －30－ 5

⑬ 国立病院機構東京医療センター

住所：東が丘 2 － 5 － 1

※現時点で、各接種会場への問い合わせは

ご遠慮ください

※現在は１３か所予定ですが、今後変更の

可能性もありますので、変更点などが確認で

きましたら、またご案内いたします。



内容要約

１年以上続く新型コロナウイルス感染症の

なかで、２０２０年実質ＧＤＰはマイナス成長

し、家計調査によると２人以上の世帯の消費支

出は月平均で２７万７９２６円となり、前年か

ら実質５．３％減りました。２０２１年の経営

見通しという特別調査では、やや悪い、悪い、

非常に悪い。の合計が８４.２％にも上がって

います。こうした状況が反映し解雇や失業が増

え、国民健康保険料の非自発的失業の軽減措置

において、昨年度の申請は７１４件に対し今年

度２月までで１，０３１件と増えました。福祉

総合課の相談は昨年度４１０件に対し、今年度

は１，３５１件と増え、生活保護の相談も１０

倍以上になっています。そのような中で今、政

治の役割が大きく問われています。とりわけ福

祉の増進を目的とする地方自治体の役割を発揮

することが重要ですが、新年度の予算案はそう

した点から不十分です。

反対理由の主な４点

１：目黒区の独自のコロナ対策が不十分である

２：区立保育園、学童保育の民営化を止めよ

３：医療保険の区民の負担増をよしとするな

４：住環境を脅かす羽田新ルートに声を上げよ

１・何でも相談 ■４月日程 場所・芋川ゆうき（星見てい子）事務所

※なんでも相談（直接お越しください） 住所：原町２－２２－１２

４月６・２０・２７（火）午後７時～

※無料法律相談 対面相談のみ ４月１３日 午後７時～

２・区議団無料法律相談 場所：目黒区役所５階共産党控室

※４月１５日 （木） 午後２時～ 要TEL：090-4206-2048

反対理由 1点目の内容

１・目黒区の独自のコロナ対策が不十分

①保育園で陽性者が出た時には職員に全
員検査をすること、訪問介護ヘルパーにも検査

を広げること、高齢者、障害者施設に定期的検

査を行うことなどを要望してきた。しかし目黒

区の対策は国や都の財政措置があるものに限ら

れ、独自性が発揮されているとはいえない。

②区内商店、中小業者に対する家賃補助だ

と考え共産党は議会に提案してきた。今こそ家

賃補助を行うべきだ。

③介護事業者に再度の支援などを求めてき

た、区の再度の独自施策はなかった。繰り返し

支援が必要だ。区としても介護事業者の現場に

しっかりと耳を傾けて対策をとるべきだ。

④安心して目黒区に住むことができるよう、

区民への家賃補助制度６年の上限を撤廃すべき

だ。住宅、福祉分野等に関わる行政と民間がこ

れまで以上に連携し、区民及び賃貸人の双方に

対して支援を実施し、民間賃貸住宅への円滑な

入居の促進のために居住支援協議会を設置する

べきだ。

※原稿内容はホームページまで


